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	第一章◉生涯復興の歩み
	一、被災者の目線で
	【法則１】ハーバード三則　 想像を超えた危機に際しては、情報の収集と分析、そして現場を思いやるやさしさと、長期戦にそなえて生き続けるタフさが求められる。すべてはそこから始まる。あの日あのときの支えとなったのはハーバード三則である。
	二、具体的に乗りこえる
	【法則２】パリ一般方向　混乱した現場での指示は具体的でなければならない。また、前線での自由な判断に任せ、現場を支えることが重要になる。業務分担表にこだわる形式主義では緊急事態は乗りこえられない。
	三、勇気をもって
	【法則３】後藤田五訓と電通鬼十則　あくまでも被災者の目線で考え、自分の属する部局の判断は二の次とし、悪い情報を優先する。勇気をもって意見具申し、決定が下ったらただちに実行する。仕事は先手必勝で、受け身でやるべきものではない。
	四、危機分散の生き方
	【法則４】狡兎三窟　すばしこく、かしこいウサギは穴を三つ確保している。危機管理の基本の一つは危機分散である。職場、家庭、友人などのつながりがあれば、厳しく困難な事態も乗りこえることができる。
	五、何分で死亡するか
	【法則５】カーラーの救命曲線　呼吸停止では約一〇分放置されると死亡率は五〇％になる。身近にいる人が救援の手をさしのべることが問われている。震災だけでなく日常の災害に備えることがいのちを守る基本である。
	六、迅速に行動する
	【法則６】拙速と巧遅　粗雑だが早い。緻密だが遅い。どちらをとるべきか、課題によって異なる判断が必要だが、緊急事態では迅速性が求められる。その時点での適正な判断に基づいて行動することが問われる。
	七、生き抜く力
	【法則７】愛する人を守れるか　自分の愛するものを持っている人の生存率は高い。愛する町と、愛する人への思いがいのちを守る原動力になる。何としても生き抜く思いがいざのときの力である。
	八、多様な知恵をしぼる
	【法則８】自立支援方式　避難所から仮設住宅へ、そして復興住宅への移行に五年を要したが、そこには何としても通常の生活に戻ってほしいという担当者の昼夜を問わない取り組みがあった。それらは自立を支援する個別の対応が基本である。
	九、圧死八五％の現実
	【法則９】防災ニューディール　自衛隊は重装備の長距離ランナーであり、公がただちに行動することはきわめて困難である。また、圧死八五％の現実を見据え、老朽化したライフラインの更新をすすめ都市の防災性を高めることが問われている。
	一〇、災害弱者への支援
	【法則10】被災率六〇％　災害は高齢者や障害者にとってきわめて深刻な被害をもたらす。日常的なつながりを構築し、具体的な避難計画の準備が必要である。なかでも、避難所での災害弱者への配慮は欠かせない。
	一一、産官学の協働で
	【法則11】神戸インパクト　地域の安全・安心は企業・自治体・大学などの協働作業で考え、構築していくことが重要である。一方で地域住民の相互の連携がいざのときの力になる。それは被災地神戸としての責務である。
	一二、俯瞰的に考える
	【法則12】鳥の目線で あまりにも多忙で、目先の事務処理に追われているときに大切なことは、課題を俯瞰的にとらえることである。そのためにはときに瞑想にふける時間を確保し腰をすえて考えることが重要である。

	第二章◉危機を乗りこえる
	一、体験が人を育てる
	【法則13】七二一の法則　リーダーは何によって育つのか。その要は体験することにある。多様な体験が人を育てる。苦しみや後悔は成長の原動力ともなる。自分の殻にこもることなくつながりの輪を拡げていこう。
	二、人生を豊かにする
	【法則14】ポジティブ心理学　人は弱点を補うだけでは幸せになれない。自分の持つ強みを知り、それを伸ばしていくことが人生を豊かにする方策である。そのためには自身の強みを知り、それを伸ばすための活動を続ける努力が必要である。
	三、生き抜くために
	【法則15】健康三道　血の流れ、水の流れ、気の流れを豊かにすることが漢方の生き方である。なかでも水の流れが重要である。楽しく体を動かすことを忙しくても工夫していくことが必要である。
	四、日常的な活動
	【法則16】防コミ効果　日常的な活動と非日常的な防災を結びつけて、地域の連携した取り組みが基本となる仕組みづくりが重要である。防災福祉コミュニティが全市の小学校区で組織されるのに一二年を要した。
	五、毎日がバレンタイン
	【法則17】防災チョコレート　いざそのときには、日常的な備えが求められる。巨大災害での被災地の孤立は、三日間は続くと考えられる。家庭での備蓄や普段の生活のなかでの習慣として必需品の携帯をあらためて見直したい。それは命をつなぐ方策である。
	六、若者の孤独
	【法則18】コミュニケーション力　人のつながりをささえるのは日常的な会話であり、心をこめた挨拶である。何気ない「ありがとう」の言葉が多くの若者に元気を与えてきた。相手の気持ちに寄り添い思いやることが求められている。
	七、ブチ切れても
	【法則19】やりとげる情熱　日々発生する想定を超えた事態を乗り切るためには、何のための作業なのかをときに反復していくことが問われる。そこから優先順位を考えていくことが重要である。継続は復旧作業の基本である。
	八、指揮官の心得
	【法則20】現場主義　指揮官の最も重要な資質は困難な課題解決にある。そのためには現場の情報収集が欠かせない。職場の一体となったチームワークは、指揮官の実行力と誠実で真摯な態度が作り出すものである。現場主義に徹することが問われている。
	九、破たんからの脱出
	【法則21】行財政改革へ　被災都市の被る財政的窮状は膨大なものとなる。国からの支援と同じ重さで行財政の見直しが必要となる。他力本願では突破できない状況であり、中長期的な見直しが求められる。
	一〇、生活支援の方式
	【法則22】民事不介入　憲法上、個人の私有財産の補填には国は関与しない。この壁の前で被災地から大きな運動が起こり、一二年の歳月を要したが現在の法体系に結びついた。被災者生活再建支援法はその取り組みの成果である。
	一一、ただちに救出せよ
	【法則23】黄金の七二時間　被災現場からの救出者の四日目の生存率は五％に過ぎない。そのため災害発生時から七二時間が「黄金の七二時間」と呼ばれる。ただちに現場に駆けつけ、救命救急対応にあたることが最大の課題である。
	一二、災害心理の克服
	【法則24】傍観者効果　人は地震や火事に巻き込まれても、多くの人々はパニックにならない。正常な生活行動のなかで行動しようとする。また、人数が多くなるほどに救援する行動が遅れがちになる。状況を的確に判断した迅速な行動が求められる。

	第三章◉やさしさ百年
	一、日本人のやさしさは
	【法則25】チャーチルの母　イギリスの宰相ウィンストン・チャーチルは終世、日本に対して好意と深い理解を示し続けた。幼小のころ愛する母から伝えられた美しい日本の映像が忘れ難い記憶として残っていたからである。
	二、安全神話
	【法則26】都市型災害への警告　平成二〇年七月、灘区都賀川で一瞬の豪雨により児童らを含む五人もの死者を出す痛ましい災害が発生した。七〇年前の七月に発生した阪神大水害で改修した河川と同じ場所での災害である。
	三、進化する災害と人間力
	【法則27】強くやさしく　都市への人口の過度の集中、過密化などによる都市機能の劣化や、災害の大型化などに対して、ＩＴ技術の進歩に伴う人間同士の絆の弱まりが懸念される。この経済不況からの脱出には、強さとやさしさを備えた人間力の向上が求められる。
	四、異常気象と災害
	【法則28】地球温暖化現象　地球温暖化による異常気象災害が多発する傾向にある。これには防災の日常化として対応していかねばならない課題である。なかでもインフラの整備、災害警報体制、家庭の備蓄の課題、高齢者や障害者避難誘導など備えが問われる。
	五、復興神戸モデル
	【法則29】協働対応原則　いざそのときに自治体、企業、市民の各セクターで何をなすべきか、俯瞰的に考え実行できる体制づくりが求められている。計画倒れになることなく、実践的な組織づくりと訓練は欠かせないものである。無関心は許されない。
	六、エリザベス一世の戦略
	【法則30】情報力　情報は復旧・復興作業の土台となる。正確で多様な情報を組織が責任をもって収集し政策を立てるには、それらを冷静に判断していくことが求められる。安易に収集した情報をもとに、感情的な判断をすることは避けなければならない。
	七、社会関係資本
	【法則31】つながりの法則　震災からの困難な生活課題は、近隣同士の助け合いやつながりから解決の糸口がほどけていったように思える。人々の日常の生活において最も重要なものは、善意、友情、共感など社会関係資本といわれる人間相互の交流である。
	【法則32】緑化百年計画　神戸の景観として有名な六甲山の緑化は明治以降の植林計画で蘇ったものであり、あの大震災以降は六甲山系グリーンベルト整備事業として二一世紀型の緑の公共事業としての整備がすすんでいる。
	九、人口減少社会への活路
	【法則33】復興五サイクル　復旧から復興の道のりで重要なことは中・長期的視点で、住宅、ライフライン、医療・福祉、産業・くらし、学校・教育の再建が欠かせない。短期的なハード整備だけでは町は元気にならない。若者の視点からの町づくりも重要である。
	一〇、人生の法則
	【法則34】日用心法　継続して初期の目標を達成するためには日々の努力が欠かせない。そこには、現代人がともすれば忘れがちな法則がある。日常的な出来事に一喜一憂していないか考えてみたい。
	一一、学校荒廃
	【法則35】破れ窓理論（Broken windows theory）　アメリカの破れ窓理論は、小さな一つの窓の破損を放置すればそれはやがてすべての窓が破損される意味で、犯罪や校内暴力は小さな芽から見逃してはならない、とする教えである。問題を回避せず、組織的に対応していくことが重要である。
	一二、復興は地方の力で
	【法則36】地方分権　地域固有の文化と自然を基盤にした復興は地域の人でないとできないことである。三位一体改革による、地方制度改革を軸とした名実ともの地方分権を実現するのは地域の民意でなければならない。

	第四章◉いのち語り継ぐ
	一、ＮＰＯ神戸の絆
	【法則37】次世代への教訓　あの大震災から十年が経過したとき、共に闘ったともいえる方々が次々と現職を退職していき、震災の記憶が薄れることをなんとか食い止めたいとＮＰＯを立ち上げた。震災の教訓を次世代に伝えたい、その思いで取り組んできた。
	二、戦略的大学連携事業
	【法則38】ポーアイ四大学　少子高齢化の波が確実にすすんでいる。現在、全国には七四四の大学があり、その半数近くが定員割れをおこしている。学生に真摯に向かい、知識と見識を備えた人間力豊かな学びが求められている。
	三、愛とは何か
	【法則39】愛することは　愛するとは、究極的には自分の持っているものをそっくり相手に渡すことになる、との教えには厳しい選択がつきまとう。あの震災復旧の過酷なまでの作業の中で身を削り亡くなった先輩や友人のことを考える。
	四、無償性の克服
	【法則40】ＮＰＯの五原則　ＮＰＯの五原則は自主性、社会性、無償性、創造性、継続性といわれるが、武家商法では組織は維持できない。ＮＰＯ法が施行されて一〇年、多くの団体が財政的危機に見舞われている。今一度、無償性について再考したい。
	五、緊急地震速報
	【法則41】二七〇度の視点　災害はいつおこるかもしれず、日頃の心構え、身構えが命を守る基本である。歩く動作も思考形態や作業手順にしても視野狭窄の若者が増えている。同時多発的に発生する危機に対して君は対処できるか。
	六、事業継続計画
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